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はじめに

近世の日蘭貿易は、大きく分けて二つの取引がおこ

なわれていた。一つは本方貿易と称し、オランダ東イ

ンド会社の会計に属する商品群の取引であり、東イン

ド会社にとって直接損益にかかわるものであった。も

う一つは脇荷貿易と称し、一定額だけ許された私貿易

品の取引であった。なお、オランダ東インド会社は

1799 年に崩壊し、その後、日本との貿易はバタヴィ

アの東インド政庁の管理下に入り、長崎商館（出島）

はこの政庁の商館になるが、長崎商館での本方貿易・

脇荷貿易は以前同様につづけられた。

オランダ船が持ち渡った積荷物には、①本方荷物～

主に本方貿易で取引される商品、②脇荷物～主に脇荷

貿易で取引される商品、③誂物～将軍をはじめとする

幕府高官・長崎地役人等によってオランダ船に注文さ

れたものの持ち渡り品、④献上・進物品～オランダ人

が貿易取引を許されている御礼として江戸参府の際に

贈る品（将軍へは献上品、幕府高官へは進物品と称し

た。なお、これらの品は①本方荷物の中から取引前に

選り分けられたものである。）、その他、各所への贈り

物やオランダ人が長崎商館で使用する日用品である遣

捨品などが存在した。19 世紀前半を事例としてみる

と、①本方荷物は、主に染織品・白砂糖・蘇木・象牙・

丁子・胡椒・鉛・錫・水銀等であり、この中から選り

分けられた④献上・進物品は主に染織品からなってい

る。②脇荷物は、薬品類、ガラス器・陶器・磁器など

の食器類、皮革・酒・顔料・時計等々、雑貨・小間物

類からなっている。これらは、①本方荷物にはみられ

ない品々である一方、③誂物と共通する品が多く含ま

れている。②脇荷物における多くの薬品類と、③誂物

における薬品類や書籍・武器類は、当時の蘭学興隆の

面からみると、文化史上、大変重要な取引の品々とい

うことができる。

上記の内、脇荷貿易ならびにそこで取引された脇荷

物に関しては、関山直太郎「看板（Kambang）貿易考」

（『経済史研究』第 13巻第 6号、昭和 10年）・永積洋子「オ

ランダ商館の脇荷貿易について ― 商館長メイランの

設立した個人貿易協会（1826 － 1830 年）－」（『日本

歴史』第 379 号、昭和 54 年）・山脇悌二郎「脇荷貿易

雑考」（箭内健次編『鎖国日本と国際交流』下巻、吉

川弘文館、昭和 63 年）等の研究を挙げることができ

る。しかし、脇荷貿易ならびに脇荷物について、日蘭

両史料の詳細な照合の上に体系化し、貿易史上、文化

史上における位置付けは今後の課題として残されてい

る。（1）

オランダ船が持ち渡った脇荷物は、従来よりオラン

ダ商館長以下の館員や船員の役得として一定額だけ許

された私貿易品の取引であったといわれており、山脇

悌二郎氏によれば、日本側文献史料上、「脇荷物」と

いう語の初見は延宝元年（1673）といわれる。（2）しかし、

脇荷貿易は、おそらくオランダ商館が平戸にあった時

代から慣例的に認められていたと考えられ、日本側で

は、少なくとも寛文 10 年（1670）には公認されてい

たという。（3）また、オランダ側ではそれ以前の 1667

年（寛文 7）には公認されていた。（4）

近世における脇荷貿易の継続については、常に問

題がつきまとっていた。19 世紀前半を事例にみると、

文政 9 年（1826）に新出島商館長として来日したヘル

マン・フェリックス・メイラン G. F. Meijlan は、1818

年（文政元）の規程で定められた脇荷貿易の制限高

（40,000 グルデン）が全く守られていない結果、日本

市場にもバタヴィア市場にも商品（脇荷物）があふれ

数々の弊害をもたらしていることを指摘した。しかし、

脇荷貿易を全て禁止すると、これにより利益を得てい

る日本人だけでなく、給料の不足分をもっぱらこの貿

易にたよっているオランダ商館員からも反撥を招くと

して、日本にいる館員の間で個人貿易協会 Particuliere 

Handelsociëteit を設立して一括運営をおこなうことを

計画し、文政 10 年（1827）から同 12 年（1829）に

かけて 3 年間実施した。結局オランダ商館内部の対

立・抗争により 1830 年に個人貿易協会は廃止となり、

1818 年の規程に復すことになった。（5）

その後、天保 6 年（1835）になると、オランダ商館

長以下の館員や船員等の私貿易関与・参加は排除され、
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pachter により独占的におこなわれることになる。（6）

この賃借人による脇荷貿易は 1854 年（嘉永 7）まで

つづいたが、政庁と賃借人との間で結ばれた契約の満

期を迎える前年の 1855 年（安政 2）、オランダ国王の

裁可をへて賃借人の脇荷貿易は解約され、政庁主導の

もとで脇荷貿易がおこなわれることになった。しかし、

1853・1854 年に賃借人であったランヘ J. R. Lange が、

政庁によって今までの業績が評価され、政庁の貿易

代理人 Gouvernements-handelsagent として脇荷貿易を

担当することになった。そして、翌 1856 年（安政 3）

からは、全体で政庁貿易一本化になった。（7）

一方、日本とオランダとの間では、安政 2 年 12 月

23 日（1856 年 1 月 30 日）に日蘭和親条約が調印され、

貿易に関しては従来の「振合」によることとされた。

その後、この条約が批准された安政 4年 8月 29日（1857

年 10 月 16 日）、同じ日付で日蘭追加条約が調印され、

貿易では従来の会所貿易の形態が温存された。しかし、

具体的な取引においては、脇荷商法を拡大する形がと

られた。すなわち、オランダ船の輸入品は長崎会所に

おいて直接商人が入札をおこない、その代料もしくは

「代り品」は落札商人から会所に納めるというもので

あった。（8）そして、同日調印の「條約添書」「第一條」

では、「向後本方商賣相止」（9）と謳われ、「本方商賣」（＝

本方貿易）は終止符が打たれることになった。

筆者は先に「幕末開国期の日蘭貿易－安政 2 年

（1855）の輸入品の取引を中心として－」（『鶴見大学

紀要』第 58 号第 4 部、令和 3 年）、および「幕末開国

期における日蘭貿易－安政 3 年（1856）の本方荷物と

脇荷物の取引－」（『鶴見大学紀要』第 51 号第 4 部、

平成 26 年）を発表した。これらの拙稿では、日蘭貿

易において安政 4 年（1857）8 月以降にはじまる「脇

荷商法を拡大する」時期を迎える前の安政 2 年および

3 年に焦点を絞り、本方商法で取引された本方荷物と、

脇荷商法で取引された脇荷物などを具体的に提示検討

し、それぞれの取引でどのような品々があつかわれ、

どれくらいの貿易規模であったかを明らかにした。

本稿は、上記研究の継続作業であり、安政 4 年（1857）

の日蘭貿易において、バタヴィア政庁がおこなった脇

荷貿易を明らかにしようとするものである。（10）した

がって、本稿では、主にオランダ側の帳簿史料にみら

れる Kambang Handel（カンバン貿易、脇荷貿易）に

視点をおいて脇荷貿易を考察していきたい。さらに、

日蘭追加条約が調印された安政 4 年 8 月 29 日（1857

年 10 月 16 日）以降に長崎港に入津したオランダ船ヘ

ンリエッテ・エン・コルネーリア号の積荷物に関する

脇荷商法にもとづいた取引についても考察を加え、安

政 4 年の日蘭貿易の経緯・特色を併せて示していきた

い。

第 1章　ウイレミナ・エン・クラーラ号の脇荷貿易

安政 4 年（1857）には、「阿蘭陀商賣船」として以

下の 6 艘が長崎港に入津している。（本稿では、以下、

西暦をゴシック体で表記する。なお、史料名に用いら

れている西暦はこの限りではない。）

◯ 1 月 29 日（2月 23日）入津、ウイレミナ・エン・クラー

ラ号 Willemina en Clara

◯ 6 月 3 日（7 月 23 日）入津、ヤン・ダニエル号 Jan 

Daniel

◯ 6 月 4 日（7 月 24 日）入津、アンナ・ディグナ号

Anna Digna

◯ 6 月 5 日（7 月 25 日）入津、カタリーナ・エン・テレー

シア号 Chatharina en Teresia

◯ 7 月 7 日（8 月 26 日）入津、ラミナー・エリサベッ

ト号 Lammina Elisabeth

◯ 9 月 5 日（10 月 22 日）入津、ヘンリエッテ・エン・

コルネーリア号 Henriёtte en Cornelia（11）

上記の内、ウイレミナ・エン・クラーラ号は、前年

に長崎港に入津するはずであったサーラ・ヨハンナ号

Sara Johanna が来航の途中で難波したため、その代わ

りとして来航した「商賣船」であった。（12）したがって、

日本側ではこのウイレミナ・エン・クラーラ号を除い

て、入津順にヤン・ダニエル号を「壱番船」、アンナ・ディ

グナ号を「弐番船」、カタリーナ・エン・テレーシア

号を「三番船」、ラミナー・エリサベット号を「四番船」、

ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号を「五番船」と

している。（13）

「五番船」ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号は

日蘭追加条約が調印された 8 月 29 日（10 月 16 日）

以降の入津であり、その積荷は「本方商賣」はされず、

「脇荷商法」での取引であったと考えられる。

本章においては、安政 4 年（1857）におけるウイレ

ミナ・エン・クラーラ号 Willemina en Clara の脇荷貿

易（Kambang Handel）について史料紹介を含めてその

実態を考察していきたい。

①脇荷取引

まず、脇荷貿易における中核の取引である脇荷取引

についてみていきたい。

安政 4 年 1 月 29 日（2 月 23 日）に長崎港に入津し

たウイレミナ・エン・クラーラ号が持ち渡った脇荷物

を記す積荷明細目録である Factuur（送り状）は管見

の限り見つけることはできない。しかし、それに代わ

るものとして前年 1856 年 12 月にバタヴィアで作成

された Algemeene Staat der per Willemina en Clara naar 

Japan verzondene goederen.（14）（日本に向けてウイレミ
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ナ・エン・クラーラ号によって送られる品物の概略

リスト）を挙げることができる。本リストは、Factuur

に相当するものと思われ、本史料の表紙には ‘Voor het 

Opperhoofd’「〔日本〕商館長宛」と記されている。本

リストには、本方荷物・脇荷物・誂物・遣捨品等、各

品名とその数量、仕入価格、仕入価額等が記されている。

ウイレミナ・エン・クラーラ号が長崎港に入津する

と、同船が持ち渡った積荷物のリストの中から商館長

が前もって仕入値等を抜かして写し取った「送り状」

のコピー（「提出送り状」）が日本側に差し出されたと

考えられる。この内、脇荷取引の商品のリストを日本

側（阿蘭陀通詞）が翻訳したリスト、すなわち「積荷

目録」は、「唐舟阿蘭陀差出帳」（某所所蔵）（15）内の

安政 4 年 2 月 10 日付け「脇荷」の記録によって確認

することができる。この「積荷目録」に照合する形で、

上記の Algemeene Staat（概略リスト）から脇荷物と

考えられる商品とその数量・仕入価格・仕入価額を抽

出して列記したものが表 1 である。なお、各商品の冒

頭の番号は、後掲の表 2 の番号に照合して付けたもの

である。

脇荷取引の商品のオランダ側から日本側への販売

の詳細に関しては、1857 年 5 月 1 日（出島）付けの

Kambang verkoop in 1857 van goederen aangebragt per 

“Willemina en Clara”.（「ウイレミナ・エン・クラーラ

表 1　安政 4年 (1857) オランダ船 1艘（Willemina en Clara）脇荷物

表 2　安政 4年 (1857) オランダ船 1艘（Willemina en Clara）脇荷貿易における脇荷取引（壱番割）



4

号」によってもたらされた品物〔脇荷物〕の 1857 年

の脇荷物売上計算書）によって確認できる。（図 1 参

照）本史料は、同日付けの Kambang rekening courant 

1857.（16）（1857 年の日本商館脇荷勘定帳）の付録文書

（No. 1.）であり、脇荷取引の商品として日本側（本商人）

に販売された商品名・数量・価格・価額を記している。

ウイレミナ・エン・クラーラ号の脇荷物の取引を記

す日本側史料としては、「安政四丁巳壱番割 巳阿蘭陀

船本方・脇荷・品代り 記」（杏雨書屋所蔵村上家文書）

を挙げることができる。本史料は、本商人（落札商人）

の「村上」によって作成されたものであり、安政 4 年、

長崎会所において本商人に対しておこなわれた 1 回目

の入札取引（「壱番割」）を記したものであり、通常「見

帳」とよばれる史料である。本史料には、本方取引・

脇荷取引・品代り取引の商品名・数量・入札上位三番

札までの価格と商人名が記されており、一番札が落札

ということになる。なお、本史料によってこの時の入

札が、3 月 7 日（4 月 1 日）におこなわれたことがわ

かる。

図 1 「脇荷物売上計算書」
　　 （1857 年 5 月 1 日付）

表 3　安政 4年 (1857) オランダ船 1艘（Willemina en Clara）脇荷貿易における相対取引
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脇荷取引に関して、上記の Kambang verkoop（脇荷

物売上計算書）と「見帳」を照合したものが表 2 である。

この表2によって、安政4年にウイレミナ・エン・クラー

ラ号が持ち渡った脇荷物の取引の実態が解明される。

すなわち、脇荷取引された日蘭の商品名・数量と共に

各商品を購入した日本商人まで明らかになる。また、

Kambang verkoop（脇荷物売上計算書）より、ウイレ

ミナ・エン・クラーラ号の脇荷取引は、販売価額から

長崎会所への 35％の税金を引いて、合計で 20,361 テー

ル 2 マース 8 コンデリンであったことがわかる。

表 1 で示した各商品の仕入価格（α）と表 2 で示し

た各商品の販売価格（β）を比較することにより、オ

ランダ側（オランダ商館）より日本側（本商人）に各

商品が価格にして何倍で販売されたかがわかる（
β
―
α
）。

数値が全て明らかでないため全体的傾向を示すことは

できないが、薬品（（9）「カヤフーテ油」kajapoetie 

olie（7.88 倍 ）） や（10）「 藤 」bindrotting（7.24 倍、

12.26 倍）に関しては高値を記録していることが判明

する。また、脇荷商法のため、取引商品はオランダ商

館から日本商人に直接販売されたため、表 2 に示した

各商品の販売価格（β）と日本商人の各商品の落札価

格（γ）は一致している。（10）に関してのみ 6 厘の差

がみられるが、オランダ側史料もしくは日本側史料の

誤記、ないしはオランダ側によって後日値上げして販

売されたのではないかと推測される。（17）

また、「積荷目録」に（8）「タンキリ」300 斤とあり、

表 2 の「見帳」に（8）「痰切」300 斤が本商人「永井

や」によって 1 斤に付き 18 匁 5 分 7 厘で落札されて

いる。しかし、Kambang verkoop（脇荷物売上計算書）

に記されていないことより、この（8）「痰切」300 斤

は「壱番割」では取引が成立しなかったのではないか

と考えられる。

②相対取引

ウイレミナ・エン・クラーラ号の脇荷貿易では、入

札でおこなわれた①脇荷取引の他に、相対での取引

がおこなわれていた。この相対取引の詳細について

は、1857 年 5 月 1 日（出島）付けの Verkooprekening 
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van onder ’s hands verkochte goederen.（相対での販売品

の売上計算書）によって確認できる。本史料は、前掲

の Kambang rekening courant 1857.（1857 年の日本商館

脇荷勘定帳）の付録文書（No. 2.）であり、脇荷物とし

て日本側に相対で販売された商品名・数量・価格・価

額を記している。この Verkooprekening（売上計算書）

に照合する形で、上記の Algemeene Staat（概略リスト）

からこの相対で販売されたと考えられる商品とその数

量・仕入価格・仕入価額を抽出して列記したものが表

3 である。（18）

表 3 で示した各商品の仕入価格（α）と販売価格（β）
を比較することにより、オランダ側より日本側に各商

品が価格にして何倍で販売されたかがわかる（
β
―
α
）。

数値が全て明らかでないため全体的傾向を示すことは

できないが、判明しているもので 0.37 ～ 4.57 倍を示

している。この内、〈5〉「白砂糖」suiker は本方貿易

では、この数値が 1.00 ～ 0.89 倍であったが、（19）脇荷

貿易では 0.37 倍と非常に低くなっていることがわか

る。すなわち、「白砂糖」は、安政 4 年の日蘭貿易に

おいてオランダ側の収益につながる商品ではなかった

が、脇荷貿易においては率においてより多くの赤字を

出す持ち渡り品であったことがわかる。また、商品の

中で、〈12〉「1856 年に日本の蒸気船「観光丸」用に

運ばれた海事用品の清算〔額〕」という項目があるが、

これは、前年に日本側が購入した「観光丸」用の銅製

蒸気ボイラー管 koperen vlampijpen 購入をめぐっての

不足金清算額を示す。

表 3 に示した Verkooprekening（売上計算書）より、

この時の相対取引の合計は、2,664 テール 8 マースで

あったことがわかる。

なお、2 月 10 日付けの積荷目録には「品代り　ア

ラヒヤコン
（ムヵ）

　五百斤」とあり、「安政四丁巳壱番割 巳

阿蘭陀船本方・脇荷・品代り 記」には、「同（＝巳紅

毛船）品代り」として「アラヒヤコム　五百斤」が

1 斤に付き 35 匁 2 分で本商人「松田や」によって落

札されている。しかし、上記のオランダ側史料 Kam-

bang rekening courant 1857.（1857 年の日本商館脇荷勘

定帳）ならびにその付録文書には一切記されていない。

このことより、この時の「品代り取引」は最終的に成

立しなかったのではないかと考えられる。（なお、「品

代り取引」については後述する。）（20）

③輸出品の取引

次に、ウイレミナ・エン・クラーラ号の脇荷貿易に

おける輸出品についてみておきたい。輸出品について

は、1857 年 5 月 1 日（出島）付けの Specifieke opgaaf 
van de door de Keizerlijke Geldkamer geleverde artikelen.

（長崎会所により提供された品物の明細報告書）によっ

て確認できる。本史料は、前掲の Kambang rekening 

courant 1857.（1857 年の日本商館脇荷勘定帳）の付録

文書（No. 4.）であり、脇荷貿易における輸出品として

日本側（長崎会所）からオランダ側（オランダ商館）

に販売された商品名・数量・価格・価額を記している。

本史料に拙訳をつけて作表したものが表 4 である。

輸出品の内、合計額の 98% を《1》「白蠟」500,000

斤が占めている。安政 4 年の本方貿易の輸出品として

は、「前年（安政 3 年）輸出された白蠟 88,438 斤」が

計上されているが、この時は 1 斤に付き本方銀で 2 匁

7 分であった。（21）それに対して、脇荷物として輸出

された「白蠟」は 1 斤に付き脇荷銀で 3 匁 1 分（本方

銀にして 3 匁 7 分 2 厘）であり、本方貿易より脇荷貿

易の輸出において「白蠟」は、価格が高く量も 5 倍以

上になっていたことがわかる。この「白蠟」は安政 2

年（1855）から本格的に輸出が開始された商品である

が、2 年後の安政 4 年（1857）にその輸出量が増大し

た注目すべき輸出品であった。（22）

輸出品に関する上記史料より、この時の輸出品の合

計額は、161,275テール3マース8コンデリンであった。

表 4　安政 4年 (1857) オランダ船 1艘（Willemina en Clara）脇荷貿易における輸出品 
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以上のことより、ウイレミナ・エン・クラーラ号の

脇荷貿易（Kambang Handel）における日本への輸入額

は、23,026 テール 8 コンデリン（① 20,361 テール 2 マー

ス 8 コンデリン＋② 2,664 テール 8 マース）、輸出額は、

③ 161,275 テール 3 マース 8 コンデリンであり、輸入

額に比べて 7 倍の輸出額であったことがわかる。

第 2章　ヤン・ダニエル号、アンナ・ディグナ号、カ

タリーナ・エン・テレーシア号、ラミナー・エリサベッ

ト号の脇荷貿易

本章では、安政 4 年における「壱番船」ヤン・ダ

ニエル号 Jan Daniel、「弐番船」アンナ・ディグナ号

Anna Digna、「三番船」カタリーナ・エン・テレーシ

ア号 Chatharina en Teresia、「四番船」ラミナー・エリ

サベット号 Lammina Elisabeth の脇荷貿易（Kambang 

Handel）について史料紹介を含めてその実態を考察し

ていきたい。

①脇荷取引

第 1 章同様、脇荷貿易における中核の取引である脇

荷取引からみていきたい。

6 月 3 日（7 月 23 日）から 7 月 7 日（8 月 26 日）

にかけて長崎港に入津したヤン・ダニエル号、アン

ナ・ディグナ号、カタリーナ・エン・テレーシア号、

ラミナー・エリサベット号の 4 艘が持ち渡ったそれぞ

れの Factuur（23）（送り状）には、数々の品名とその数

量、仕入価格、仕入価額等が記されているが、後述す

る Kambang verkoop in 1857.（1857 年の脇荷物売上計

算書）のリストに記された脇荷取引の販売リストと照

合することによって、4 艘全てに脇荷物が積まれてい

たことがわかる。

脇荷取引の商品に関してオランダ側から提出された

リスト（「提出送り状」）を日本側（阿蘭陀通詞）が翻

訳したリスト（「積荷目録」）は、「唐舟阿蘭陀差出帳」

内の 6 月 20 日付け「同（＝巳紅毛三艘分）脇荷」の

記録によって知ることができる。しかし、この「積荷

目録」は、「壱番船」から「三番船」の一部の薬品類

を抄出したリストと思われ、4 艘の脇荷取引の全ての

商品については記していない。（24）

脇荷取引の商品の販売に関しては、1858 年 1 月 28

日（出島）付けの Kambang verkoop in 1857.（25）（1857

年の脇荷物売上計算書）のリストによってその詳細を

知ることができる。（図 2 参照）本史料は、1858 年 2

月 6 日（出島）付けの Kambang rekening courant 1 Mei 

1857 - 6 Februarij 1858.（26）（1857 年 5 月 1 日～ 1858 年

2 月 6 日の日本商館脇荷勘定帳）の付録文書（No. 6.）

図 4-1･2 「安政四年　巳阿蘭陀船本方・ワキニ物端物切本帳」

図 3-1･2 「安政四巳三番割　巳紅毛船脇荷物見帳」

図 2 「脇荷物売上計算書」 
   　 （1858 年 1 月 28 日付）
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表 5－ 1  安政 4年 (1857) オランダ船 4艘脇荷貿易における脇荷取引 （三番割） 
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表 5－ 2  安政 4年 (1857) オランダ船脇荷物の取引 （三番割）
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であり、脇荷取引の商品として日本側（本商人）に販

売された商品名・数量・価格・価額を記している。

上記オランダ船 4 艘の脇荷取引を記す日本側史料

としては、「安政四巳三番割　巳紅毛船脇荷物見帳」

（鶴見大学図書館所蔵）を挙げることができる。（図

3-1･2 参照）本史料は、本商人（落札商人）によって

作成されたものであり、安政 4 年、長崎会所において

本商人に対しておこなわれた 3 回目の入札取引（「三

番割」）を記したものである。本史料には、取引商品名・

数量・入札上位三番札までの価格と商人名が記されて

おり、一番札が落札ということになる。なお、本史料

によってこの時の商人への「荷見セ」が 8 月 25 日（10

月 12 日）からおこなわれ、入札が 9 月 8 日（10 月 25

日）からおこなわれたことがわかる。また、この時の

染織品の取引に関しては、「安政四年　巳阿蘭陀船本

方・ワキニ物端物切本帳」（神戸市立博物館所蔵）が

現存している。（図 4-1･2 参照）この切本帳には、安

政 4 年の本方取引（「五番割」）と脇荷取引（「三番割」）

での染織品の見本裂が貼付され、染織名とその取引反

数、特徴、入札上位三番札までの価格と商人名が記さ

れており、「見帳」内の染織品の取引に見本裂が貼付

されたものとみてよい。

脇荷取引に関して、上記の Factuur（送り状）、Kam-

bang verkoop（脇荷物売上計算書）、「見帳」を照合し

たものが表 5-1 である。（表記については、「見帳」の

記載順に従った。）この表 5-1 によって、安政 4 年に

ヤン・ダニエル号、アンナ・ディグナ号、カタリーナ・

エン・テレーシア号、ラミナー・エリサベット号の 4

艘が持ち渡った脇荷物の取引の実態が解明される。す

なわち、脇荷取引された日蘭の商品名・数量と共に各

商品を購入した日本商人まで明らかになる。取引され

たほとんどの脇荷物は、アンナ・ディグナ号の積荷で、

その他はヤン・ダニエル号の積荷が 2 品目、カタリー

ナ・エン・テレーシア号の積荷が 1 品目、ラミナー・

エリサベット号の積荷が 3品目あるのみである。また、

Kambang verkoop（脇荷物売上計算書）により、この

4 艘の脇荷取引は、販売価額から長崎会所への 35％の

税金を引いて、合計で 172,436 テール 8 マースであっ

たことがわかる。なお、「見帳」に記されている「追

ワキニ」の商品については、Kambang verkoop（脇荷

物売上計算書）には記されておらず、オランダ側では

脇荷貿易（Kambang Handel）の取引商品以外の商品（脇

荷物）として扱われていたと考えられる。（「追ワキニ」

の（160）以降の商品については、表 5-2 に示した。）

表 5-1 で示した各商品の仕入価格（α）と販売価格（β）
を比較することにより、オランダ側（オランダ商館）

より日本側（本商人）に各商品が価格にして何倍で販

売されたかがわかる（
β
―
α
）。数値が全て明らかでない
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ため全体的傾向を示すことはできないが、薬品類が高

値を記録しており、中でも（113）「セメンシナ」se-

men cinäe（97.03 倍）、（63）「ジキターリス」herba 

digitalis（59.91 倍）が大変高いことがわかる。なお、

ここでの取引は脇荷商法のため、取引商品はオランダ

商館から日本商人に直接販売されており、表 5-1 に示

した各商品の販売価格（β）と日本商人の各商品の落

札価格（γ）は一致するはずであるが、わかるだけで

も 31 品目で相違が見られる。31 品目中 30 品目がオ

ランダ側の価格が高く、さらにその内の 28 品目が薬

品であることより、「三番割」での商人落札後、オラ

ンダ側が商品の売り渡しを拒み、後日、オランダ側が

価格を上げて販売した可能性が高いと思われる。

②相対取引

上記オランダ船 4 艘の脇荷貿易においても、第 1 章

同様、入札でおこなわれた①脇荷取引の他に相対での

取引がおこなわれていた。この取引の詳細について

は、1858 年 1 月 29 日（出島）付けの Verkooprekening 

van onder ’s hands verkochte goederen. 1857.（27）（1857 年

の相対での販売品の売上計算書）によって確認できる。

本史料は、前掲の Kambang rekening courant 1 Mei 1857 

- 6 Februarij 1858.（1857 年 5 月 1 日～ 1858 年 2 月 6

日の日本商館脇荷勘定帳）の付録文書（No. 7.）であり、

脇荷物として日本側に販売された商品名・数量・価格・

価額を記している。この Verkooprekening（売上計算書）

に照合する形で、上記の Factuur（送り状）からこの

相対で販売されたと考えられる商品とその数量・仕入

表 6　安政 4年 (1857) オランダ船 4艘脇荷貿易における相対取引  
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価格・仕入価額を抽出して列記したものが表 6 である。

この表 6 の内、〈2〉「麻黄」mawo は、ウイレミナ・

エン・クラーラ号が持ち渡った商品であり、（28）同船

の脇荷貿易の段階では取引されず、この表 6 の段階で

相対での販売品として取引されている。その他、〈3〉

以降の品々は、アンナ・ディグナ号の持ち渡り品で

あった。また、〈3〉「コーセニール」cortex cascarilla は、

表 5-1 の（126）に相当する商品であり、「見帳」によ

表 7  安政 4年 (1857) オランダ船の「品代り」取引　(五番割 )
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れば「三番割」で脇荷取引されているが、オランダ側

では相対での販売品として処理されている。

この相対取引の中で、〈2〉「麻黄」mawo、〈5〉「ア

ラビアゴム」Arabische gom、〈15〉〈16〉「ウニコール」

een hoorn の 3 品目は「品代り取引」の商品であった

と考えられる。この「品代り取引」は、脇荷物の中か

ら日本側（長崎会所）が本方荷物と同じように「直組」

で購入し、それを長崎会所が日本商人に入札販売する

ものであった。この取引における対価は、オランダ側

が望む品物を長崎会所が渡す取引であり、「脇荷貿易

の中の脇荷取引以外の取引」であった。（29）日本側に

おいて「品代り取引」の商品は本方荷物の取引と同じ

番割で取引されることが多く、安政 4 年時においても

本方取引がおこなわれた「五番割」（10 月 3 日（11 月

19 日）に入札）において上記 3 品が「品代り」とし

て取引されている。（30）この時の取引を表にして示す

と表 7 のようである。表 6 に示した上記 3 品の販売価

格と表 7 に示した落札価格を比較すると、長崎会所は、

価格において、〈2〉「麻黄」mawo で 2.93 倍、〈5〉「ア

ラビアゴム」Arabische gom で 2.08 倍、〈15〉「ウニ

コール」een hoorn で 1.71 倍、〈16〉「ウニコール」een 

hoorn で 2.33 倍の収益を得ていたことがわかる。

さて、表 6 で示した各商品の仕入価格（α）と販売

価格（β）を比較することにより、オランダ側より日

本側に各商品が価格にして何倍で販売されたかがわか

る（
β
―
α
）。数値が全て明らかでないため全体的傾向を

みることはできないが、判明しているもので 1.45 ～

10.11 倍を示しており、この中で特に、「品代り」で取

引された〈15〉〈16〉「ウニコール」een hoorn の高値

が注目されよう。ウニコールは、一角の牙から製した

解毒薬であり、19 世紀前半の日蘭貿易においては、

大変高価な薬品で主に誂物（注文品）として輸入され

ていたが、嘉永 2 年（1849）からは「品代り」として

輸入されるようになっていた。（31）

「1857 年の相対での販売品の売上計算書」より、こ

の時のオランダ商館の売上げが 16,998 テール 5 マー

スであったことがわかる。

③誂物（注文品）の取引

上記オランダ船 4 艘の脇荷貿易においては、誂物

（注文品）の取引がおこなわれていた。誂物（注文品）

の取引の詳細については、1858 年 1 月 29 日（出島）

付けの Verkooprekening van  Eischgoederen in 1857 voor 

den Keizer en andere Rijks grooten aangebragt.（32）（1857

年の将軍と他の幕府高官等のために持ち渡った注文

品〔誂物〕の売上計算書）によって確認できる。本史

料は、前掲の Kambang rekening courant 1 Mei 1857 - 6 

Februarij 1858.（1857 年 5 月 1 日～ 1858 年 2 月 6 日の

日本商館脇荷勘定帳）の付録文書（No. 8.）であり、脇

荷貿易として日本側（将軍と幕府高官等）に販売され

た商品名・数量・価格・価額を記している。本史料を

表にして示したものが表 8 である。

この表 8 からわかるように、この時の誂物は、機器

類が多く幕末において幕府が西洋化に向けて進みつつ

あることを如実に示すものといえよう。なお、「1857

年の将軍と他の幕府高官等のために持ち渡った注文品

〔誂物〕の売上計算書」より、この時のオランダ商館

の最終的な売上げ額が 513,746 テール 6 マース 1 コン

デリンであり、脇荷取引（表 5-1）の 3 倍の額を示し

ている。

また、脇荷貿易における誂物（注文品）の取引につ

いては、上記の他に、1858 年 1 月 30 日（出島）付け

の付録文書（No. 33.）と同年 2 月 2 日（出島）付けの

付録文書（No. 37.）、同年 2月 3日（出島）付けの付録

文書（No. 40.）によっておこなわれていたことがわかる。

付録文書（No. 33.）は、Verkooprekening van Eischgoe-

deren dit jaar voor den Landsheer van Fizen aangebragt.（33）

（肥前の領主〔佐賀藩主〕のために、今年、持ち渡っ

た注文品〔誂物〕の売上計算書）、付録文書（No. 37.）は、

Verkooprekening van Eischgoederen in 1857 aangebragt.（34）

（1857 年に持ち渡った注文品〔誂物〕の売上計算書）、

付録文書（No. 40.）は、Verkooprekening van Eischgoe-

deren alhier in 1857 aangebragt.（35）（1857 年にここ〔日本〕

に持ち渡った注文品〔誂物〕の売上計算書）である。

これらの史料によって取引された誂物（注文品）を表

にして示したものが、表 9 である。表 8 で考察した将

軍と幕府高官等への「誂物」の他に、佐賀藩主をはじ

めとして日本側に各種の品々が「誂物」として持ち渡

られていたことがわかる。表 9 に示した価額を合計す

ると 4,881 テール 8 コンデリンとなる。（36）

④「除き物」の取引

上記オランダ船 4 艘の脇荷貿易における「除き

物」ligting（37）の取引についてみておきたい。前掲の

Kambang rekening courant 1 Mei 1857 - 6 Februarij 1858.

（1857 年 5 月 1 日～ 1858 年 2 月 6 日の日本商館脇荷

勘定帳）の内、1857 年 11 月 25 日（出島）付けの付

録文書（No. 3.）と、1858 年 2 月 3 日（出島）付けの

付録文書（No. 50.）より、「除き物」ligting の取引がお

こなわれていることがわかる。（表 10 参照）付録文

書（No. 3.） は、Verantwoording van artikelen geligt ten 

behoeve van ambtenaren en het alhier achtergebleven De-

tachement der Nederlandsche Marine.（38）（〔オランダの〕

職員とオランダ海軍の残留派遣隊のために取り出した

品々〔除き物〕の証明書）であり、付録文書（No. 50.）

は、Verantwoording van artikelen geligt ten behoeve van 
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表 8　安政 4年 (1857) オランダ船 4艘脇荷貿易における誂物（注文品）の取引  
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表 9　安政 4年 (1857) オランダ船 4艘脇荷貿易における誂物（注文品）の取引  

表 11　安政４年 (1857) オランダ船４艘脇荷貿易（脇荷貿易における日本人の労働に対する支払い） 
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het alhier achtergebleven Detachement der Nederlandsche 

Marine.（39）（オランダ海軍の残留派遣隊のために取り

出した品々〔除き物〕の証明書）である。上記の 2 史

料に記されている「オランダ海軍の残留派遣隊」het 

alhier achtergebleven Detachement der Nederlandsche Ma-

rine とは、長崎海軍伝習所で日本人に伝習をおこなっ

たオランダ人を指すが、オランダ人が消耗品として受

け取った表 10 に記した品々の支払いが日本側によっ

ておこなわれ、それが脇荷貿易内で処理されているこ

とがわかる。

なお、表 10 の合計額は 649 テール 9 マース 2 コン

デリンになる。

⑤脇荷貿易における日本人の労働に対する支払い

次に、脇荷貿易における支出項目として、前掲の

Kambang rekening courant 1 Mei 1857 - 6 Februarij 1858.

（1857 年 5 月 1 日～ 1858 年 2 月 6 日の日本商館脇荷

勘定帳）の 1858 年 1 月 18 日（出島）付け付録文書

（No. 23.）、および、1857 年 12 月 1 日（出島）付け付

録文書（No. 24.）より、オランダ商館より脇荷貿易に

おける日本人の労働に対する支払いがおこなわれてい

たことがわかる。（表 11 参照）付録文書（No. 23.）は、

tolken kambang kommissarissen（阿蘭陀通詞　脇荷掛）

と schrijvers van ottona’s en tolken（乙名と阿蘭陀通詞

の書記〔筆者〕）の脇荷貿易における職務に対して、

付録文書（No. 24.）は、’s opperhoofd’s dienaren（オラ

ンダ商館長の使用人）の脇荷貿易における職務に対し

ての支払いを記している。合計額は 815テールである。

⑥輸出品の取引

上記オランダ船 4 艘の脇荷貿易における輸出品に

ついては、1858 年 2 月 2 日（出島）付け Specifieke 
opgaaf van de door de Keizerlijke Geldkamer geleverde 

artikelen.（40）（長崎会所によって提供された品々〔輸出

品〕の明細報告書）によって確認できる。本史料は前

掲の Kambang rekening courant 1 Mei 1857 - 6 Februarij 

1858.（1857 年 5 月 1 日～ 1858 年 2 月 6 日の日本商館

脇荷勘定帳）の付録文書（No. 31.）であり、脇荷物の

輸出品として日本側（長崎会所）からオランダ側（オ

ランダ商館）に販売された商品名・数量・価格・価額

を記している。本史料に拙訳をつけて作表したものが

表 12 である。輸出品の内、合計額の 76.8% を《3》《16》

「白蠟」600,000 斤が占めている。表 4 で示したと同じ

価格（1 斤に付き脇荷銀で 3 匁 1 分）であり、本方貿

表 10　安政 4年 (1857) オランダ船 4艘脇荷貿易における「除き物」の取引  
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易で輸出されている「白蠟」より価格が高く量も 6.8

倍となっており、前述の如く当時輸出量が増大した

注目すべき商品といえる。「白蠟」に次いで仕入額が

大きい《14》「樟脳」93,751.12 斤は輸出合計額の 14%

を占めている。「樟脳」は本来、本方貿易の輸出品であっ

たが、オランダ側が求めた銅の生産と輸出が 18 世紀

後半に減少したことより、それを補う形で増加した輸

出品であった。（41）安政 4 年の本方貿易の輸出品とし

ては、24,186 斤 1 合が計上されているが、この時は 1

斤に付き本方銀で 3 匁であった。それに対して脇荷物

として輸出された「樟脳」は、1 斤に付き 3 匁 6 分（本

方銀にして 4 匁 3 分 2 厘）であり、本方貿易より脇荷

貿易の輸出において「樟脳」も価格が高く量も 3.9 倍

近くになっていることがわかる。輸出品に関する上記

史料より、この時の輸出品の合計額は、242,091 テー

ル 8 マース 4 コンデリンであった。

また、脇荷貿易における輸出品の取引については、

長崎会所によって提供された表 12 の品々の他に、各

表 12　安政 4年 (1857) オランダ船 4艘脇荷貿易における輸出品　  

表 13　安政 4年 (1857) オランダ船 4艘脇荷貿易における輸出品に対する支払い 
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種納入業者からの品々や長崎の商店での購入品があっ

た。 前 掲 の Kambang rekening courant 1 Mei 1857 - 6 

Februarij 1858.（1857 年 5 月 1 日～ 1858 年 2 月 6 日の

日本商館脇荷勘定帳）の 1858 年 1 月 31 日（出島）付

け付録文書（No. 25.）は、出島オランダ商館より、漆

器や磁器などの納入業者、および、オランダ人の長崎

の町での購入に対する支払いを記したものである。本

史料に拙訳をつけて表にしたものが表 13 である。こ

こでの合計額は、226,816 テール 4 マース 1 コンデリ

ンである。

以上のことより、「壱番船」ヤン・ダニエル号、「弐

番船」アンナ・ディグナ号、「三番船」カタリーナ・

エン・テレーシア号、「四番船」ラミナー・エリサベッ

ト号の脇荷貿易（Kambang Handel）における日本への

輸入額は、708,712 テール 9 マース 1 コンデリン（①

172,436.8 ＋② 16,998.5 ＋③（513,746.61 ＋ 4,881.08）

＋④ 649.92）、輸出額は、468,908 テール 2 マース 5 コ

ンデリン（⑥ 242,091.84 ＋⑦ 226,816.41）で、その他、

⑤脇荷貿易における日本人の労働に対する支払い 815

テールが支出されていた。

第 3章　ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号の積荷

物の取引

本章では、9 月 5 日（10 月 22 日）に長崎港に入津

した「五番船」ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号

Henriёtte en Cornelia の積荷物の取引について史料紹介

を含めてその実態を考察したい。なお、ヘンリエッ

テ・エン・コルネーリア号の積荷物の取引は、後述す

る如く、上記オランダ船 4 艘がおこなった脇荷貿易

（Kambang Handel）とは性格の異なる取引と考えられ

るため、本章では脇荷貿易とせず積荷物の取引として

考察を進める。

先述したように、「五番船」ヘンリエッテ・エン・

コルネーリア号は日蘭追加条約が調印された 8 月 29

日（10 月 16 日）以降の入津であり、その積荷物は「本

方商賣」はされず「脇荷商法」での取引であったと

考えられる。当時、出島の第二補助官 Assistent der 2de. 

klasse bij den Nederlandschen handel op Japan であった

ポルスブルック Dirk de Graeff van Polsbroek（後のオ

ランダ総領事）によると、1857 年の記事として、

十月二十二日にファン・ザメレン船長のヘンリ

エッテ・コルネリア号 Henriette Cornelia が長崎入

港。これが自費で自分の責任において貿易をしに

来た最初の船であった。荷主はハーヘン氏とス

フールマン氏、そして積荷上乗り人〔船荷など貨

物の管理者のこと〕のファン・スペングラー氏で

あった。（42）

と記されており、ヘンリエッテ・エン・コルネーリ

ア号は私的な貿易船であった。そのため、その積荷

物の取引に関する史料はオランダ側の日本関係文書

（Japans Archief）にはみつけることができない。（43）し

たがって、本章では、日本側に現存している史料の紹

介にとどめざるをえない。

「積荷目録」に関しては、管見の限り未詳であるが、

長崎会所において、オランダ側と日本側（本商人）と

の間でおこなわれたヘンリエッテ・エン・コルネーリ

ア号の積荷物に関する取引結果を記す「安政四巳六番

割　巳紅毛五番船落札帳」（神戸市立博物館所蔵）が

現存している。（図 5-1･2 参照）本史料により、この

時の取引は、安政 4 年の長崎会所における 6 回目の取

引であり、11 月 5 日（12 月 20 日）に入札がおこなわ

れたことがわかる。本史料によって判明する取引商品

名・数量・落札価格・落札商人名を表にして示したも

のが表 14 である。この表より、（44）コーヒー、（47）

藤、（48）ウニコールを除いて、ほとんどの商品が従来、

本方商法で取引された種類の品々であったことがわか

る。また、この時の染織品の取引に関しては、本商人「松

田や」が作成した「安政四年巳六番割　巳阿蘭陀五番

船切本帳」（個人所蔵）が現存している。この切本帳

には、六番割で取引された染織品の見本裂が貼付され、

その染織名と取引反数、特徴、入札上位三番札までの

価格と商人名が記されている。

また、本商人の「村上」が作成した「安政五戊午壹

番割　巳阿蘭陀五番船荷物見帳」（鶴見大学図書館所

蔵）は、長崎会所において、オランダ側と日本側（本

商人）との間でおこなわれたヘンリエッテ・エン・コ

ルネーリア号の積荷物に関する取引を記した「見帳」

図 5-1･2  「安政四巳六番割　巳紅毛五番船落札帳」
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表14　安政4年(1857)オランダ船ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号の積荷物の取引（六番割） 表15　安政4年(1857)オランダ船ヘンリ

図 6-1･2 「安政五戊午壹番割　巳阿蘭陀五番船荷物見帳」 



27

エッテ・エン・コルネーリア号の積荷物の取引（安政五年壹番割）
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と考えられる。（図 6-1･2 参照）ここに記されている

ものは、安政 5 年（1858）の取引ではあるが、前年の

入津船の積荷物による取引であることより本稿の考察

対象としておきたい。本史料は、安政 5 年の長崎会所

における 1 回目の取引であり、2 月 10 日（3 月 24 日）

から 12 日（26 日）にかけて入札がおこなわれている。

本史料によって判明する取引商品名・数量・落札価格・

落札商人名を表にして示したものが表 15 である。こ

の表より、ほとんどの商品が従来、脇荷商法で取引さ

れた種類の品々であったことがわかる。これらのこと

より、ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号の積荷物

の取引は、従来の本方取引、脇荷取引を踏襲して 2 回

に分けておこなわれていたものと推測される。なお、

表 14・15 で示した商品は「脇荷商法」で取引された

ものであることより、落札価格の単位は脇荷銀と思わ

れるが、現段階において確証がえられないため今後の
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課題としておきたい。なお、落札商人からの支払いに

ついては、「十月十九日長崎奉行達　手附へ　和蘭商

法改革につき心得方の件」に、

入札商人共、落札銀高之分、正銀ニ而會所江納候

共、又者蘭人と談判次第、代り品ニ而、出嶋江持

入候共勝手次第たるへき事、（44）

とあるように、「正銀」すなわち現金で長崎会所へ支

払うか、または品物でオランダ商館に持参することに

なっていた。（45）

ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号の積荷物も、

上述した入札での取引の他、相対で取引されていた。

日蘭追加条約（安政 4 年 8 月 29 日調印）の第 6 条には、

一商船持渡の品、入札拂幷相對拂之分とも、荷物

惣代銀之内より三割五歩差出すへし、尤會所尓

て直組買上ケの品は、此限り尓あらさる事、（46）

とあり、相対取引が公に認められていたことがわかる。

ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号の積荷物の相対

取引の全貌を今のところ解明することはできないが、

鶴見大学図書館が所蔵する安政 4 年の同船の積荷物に

よる相対取引に関する史料として、「安政四
（五ヵ）

戊午正月

改　相對買之品銀高覚帳」を挙げることができる。（図

7-1･2 参照）本史料は、当時、出島番所勤めであった

唐人番の城（元之進もしくは倅の左七郎）が控えとし

て安政 5 年 1 月 22 日から 10 月 25 日までの日蘭にお

図 7-1･2 「安政四
（五ヵ）

戊午正月改
 　　　　　相對買之品銀高覚帳」

〔釈文〕

〔釈文〕

  〔裏〕    　　　         〔表〕

図 8-1･2 「〔会所差紙　巳阿蘭陀五番船〕」
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表 16-1　安政 4年 (1857) オランダ船（ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号）積荷物の相対取引 

表 16-2  安政 4年 (1857) オランダ船（ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号）積荷物の相対取引
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ける取引（「相対買之品銀高」）を記した覚帳である。

本史料に記されているヘンリエッテ・エン・コルネー

リア号の積荷物の相対取引の記事である荷主、商品名、

数量、取引銀高、買入商人、日付、出島よりの商品の

持出日を表にして示すと、表 16-1 のようになる。荷

主のスペンクレル（スペングレル、スヘンクレル）は、

上掲のポルスブルックの記事にみられる「積荷上乗り

人」のスペングラー Spengler と考えられる。取引商

品は、薬品類・ガラス器・陶磁器・染織品・書籍・絵

画・雑貨・小間物類などあらゆる商品が対象であった。

取引銀の単位は、脇荷銀と考えられるが、上掲「十月

十九日長崎奉行達　手附へ　和蘭商法改革につき心得

方の件」に、「品物代料者正銀ニ而會所江相納」（47）と

あることより、買入商人は品物の代銀を現金で長崎会

所へ納めることになっていた。また、同史料に、

但、相對拂之品引請候者者、代り品ニ而蘭人江相

渡候儀、一切不相成事、（48）

とあるように、商人からオランダ人の荷主に品物を直

接渡すことは禁じられていた。

「安政四
（五ヵ）

戊午正月改　相對買之品銀高覚帳」をみる

限りヘンリエッテ・エン・コルネーリア号の積荷物の

相対取引は 9 月にまで及んでいたことがわかる。

「安政四
（五ヵ）

戊午正月改　相對買之品銀高覚帳」の冒頭

には会所差紙（商品切手）の雛形が記されている。（図

7-2 参照）この雛形を忠実に守って作成された差紙が

鶴見大学図書館に数枚所蔵されている。その中の安政

4 年作成の差紙の 1 枚を示すと図 8-1･2 のようである。

本差紙（「巳十一月七日」付）は、巳阿蘭陀五番船す

なわち安政 4 年に阿蘭陀船として 5 番目に入港した船

（ヘンリエッテ・エン・コルネーリア号）が輸入した

痰切 drop（49）の取引に関するものであり、荷主のオラ

ンダ人イアゲハスレイの痰切 30 斤を、長崎市中の酒

屋町鮫屋卯八と銅座跡八代屋茂三郎が連名で銀 450 目

（1 斤に付 15 匁）で買い入れており、長崎会所の役人

がその売買を確かなものにする裏書き（保証）をして

いる。

鶴見大学図書館には「巳阿蘭陀五番船」の差紙が上

記のものを含めて 3 枚所蔵されており、それらの史料

より、荷主、商品名、数量、取引銀高、買入商人、日

付を表にして示したものが表 16-2 である。荷主のイ

アゲハスレイ（イアゲバスレイ）は、出島オランダ

商館の荷蔵役兼簿記役兼筆者頭 Pakhuismeester, Boek-

houder en Scriba bij de  Nederlandsche factorij te Desima

のバスレー I. A. G. A. L. Basslé であったと考えられ

る。（50）取引商品は、薬品類と藤と書籍であり、上掲

表 16-1 で示した史料を補う原史料といえよう。

おわりに

以上、安政 4 年（1857）の日蘭貿易における脇荷貿

易について史料紹介を含めてその実態を明らかにして

きた。（なお、「五番船」ヘンリエッテ・エン・コルネー

リア号の積荷物に関しては、脇荷商法での日本側取引

史料の紹介にとどまった。）

「おわりに」においては、安政 4 年におこなわれた

脇荷貿易について、政庁貿易一本化が始まった前年安

政 3 年と比較しながら検討を加えたい。さらに、安政

3 年・4 年の両年の政庁による脇荷貿易の位置付けを

試みていきたい。

第 1 章で考察したウイレミナ・エン・クラーラ号は

前年に長崎港に入津するはずであったサーラ・ヨハン

ナ号の代わりとして来航した「商賣船」であった。し

たがって、日本側では「番」のつけられない船であっ

た。オランダ側でも「壱番船」ヤン・ダニエル号以下

の取引と分けられ、取引帳簿類も別立てであった。こ

れらのことより本船の取引は、前年安政 3 年のものと

見た方がよいであろう。

また、第 3 章で考察した「五番船」ヘンリエッテ・

エン・コルネーリア号は、日蘭追加条約調印後に来航

した私的な貿易船であった。その取引は脇荷商法によ

るものであったと考えられるが、安政 3 年、および安

政 4 年の「四番船」までがおこなっていた脇荷貿易と

は性格を異にした取引であった。（51）

表 17　安政 3年 (1857)･4 年 (1857) の脇荷貿易の取引額
（単位：カンバンテール）
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したがって、第 2 章で考察した「壱番船」ヤン・ダ

ニエル号以下 4 艘による取引が政庁によっておこなわ

れた安政 4 年の脇荷貿易とみることができよう。前年

安政 3 年の脇荷貿易と本稿で考察した安政 4 年の脇荷

貿易における取引額を比較したものが表 17 である。

安政 3 年の取引は、オランダ船 3 艘によるものであっ

た（安政 4 年来航のウイレミナ・エン・クラーラ号の

取引を含む）。それに対して安政 4 年は、オランダ船

4 艘によるものであった。そのため、1 年度における

取引規模に相違がみられる。

安政 3 年の輸入品取引額（199,637.83 カンバンテー

ル）に比べて、安政 4 年のそれは約 3.5 倍になってい

る（708,712.91 カンバンテール）。主な要因は安政 3

年にはなかった誂物（注文品）の取引が安政 4 年に

518,627.69 カンバンテールおこなわれていることであ

る。安政 3 年には輸入品の取引額に比べて、輸出品の

取引額が 2 倍近くあり、輸出超過になっていた。その

輸出超過分を安政 4 年には、誂物（注文品）の取引で

埋め合わせる形を取っているといえよう。そのため、

安政 4 年は輸入超過となっているのである。しかし、

安政 3 年・4 年の輸入品取引額の合計（908,350.74 カ

ンバンテール）と輸出品取引額の合計（858,898.91 カ

ンバンテール）は、50,000 カンバンテール弱の輸入超

過になっている程度で、2 年間でほぼ均衡を保つ取引

をおこなっていたといえよう。

本来、私的貿易品の取引であった脇荷貿易が、安

政 3 年・4 年にわたって、政庁により合計 900,000 カ

ンバンテール規模でおこなわれていたわけである。安

政 3 年の本方貿易の取引規模が約 133,000 カンパニー

テール（約 111,000 カンバンテール）、安政 4 年のそ

れが約 101,000 カンパニーテール（約 84,000 カンバン

テール）であったことからみると（合計で 195,000 カ

ンバンテール）、（52）当時の脇荷貿易は、本方貿易の約

4.6 倍の取引規模をもっていたことになり、日蘭貿易

において本方貿易に取って代わる中核の取引であった

といえよう。しかし、安政 4 年の「壱番船」～「四番

船」の積荷物の取引をもって脇荷貿易もその構造的な

取引は終わりを告げ、「五番船」より脇荷貿易の取引

形態を残した脇荷商法による取引へと移行していった

のである。
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354 ～ 369 頁参照。横山伊徳「日本開港とロウ貿易－オラ
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蘭貿易－最後の「本方商賣」－」（『文化財学雑誌』第 18 号、

令和 4 年）を発表する予定のため併せて参照されたい。

（11）	この他に、オランダ船としては、ヤパン号 Japanが 8月 4日（9

月 21 日）に長崎港に入津している。ヤパン号は、江戸幕

府の注文でオランダで建造された蒸気軍艦であった。翌年、

ヤパン号は咸臨丸と改名された。本船は、万延元年（1860）

日米条約批准交換の際、木村摂津守を提督、勝安房守を艦

長として日本最初の太平洋横断を果たした。

（12）	『和蘭風説書集成』下巻（日蘭学会、昭和 54 年）259 ～

262 頁参照。

（13）	「年々阿蘭陀船入津控・年々外船入津控　全」（長崎歴史文

化博物館収蔵）。

（14）	 Algemeene Staat der per Willemina en Clara naar Japan verzon-

dene goederen. MS. N.A. Japans Archief, nr.1640 (Aanwinsten, 

1910, I: No.32). (Tōodai-Shiryō Microfilm: 6998-1-125-2).

（15）	本史料は、所蔵者の希望により某所所蔵と表記する。

（16）	 Kambang rekening courant afgesloten 1e. Mei 1857. Japan. MS. 

N.A. Japans Archief, nr.1891 (Aanwinsten, 1910, I: No.269). 

(Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-135-18).

（17）	「見帳」は、長崎会所において本商人が輸入品を入札（落札）

したことを記した帳簿であるが、必ずしも最終的な取引結

果を記したものではない。脇荷物の取引においては、本商

人が落札した後、その落札値が低いことよりオランダ人が

商品を日本側に売り渡すことを拒むこともあった。この問

題に関しては、前掲拙稿「シーボルト記念館所蔵泉屋家文

書「脇荷貿易品史料」について」を参照されたい。

（18）	なお、onder ’s hands verkocht goederen（相対での販売品）の

取引は、賃借人に代わって政庁によって脇荷貿易が本格的

に開始された 1856 年（安政 3）より帳簿の上では登場する。

(Verkooprekening van onder ’s hands verkochte goederen. 1856. 

Bijlagen Kambang-rekening Japan 1856. (No. 7.) MS. N.A. Japans 

Archief, nr.1891 (Aanwinsten, 1910, I: No.283). (Tōdai-Shiryō 

Microfilm: 6998-1-135-32).)

（19）	前掲拙稿「安政期における日蘭貿易－最後の「本方商賣」－」

参照。

（20）	また、取引はされていないが、ウイレミナ・エン・クラー

ラ号が持ち渡った品物（脇荷物かは不明）の中から阿蘭陀

通詞へ贈り物とされた品々については、1857 年 3 月 8 日

（出島）付けの Verantwoordnig der goederen in 1857 te Desima 

aangebragt, per het schip “Willemina en Clara” ter voldaening 

aan particuliere Japansche Eischen.（個人的な日本人の注文を

満たすために「ウイレミナ・エン・クラーラ号」によって、

1857 年出島にもたらされた品々の証明書）によって明らか

になる。本史料に Algemeene Staat（概略リスト）から照合

する商品とその数量・仕入価格・仕入価額を抽出して列記

したものが表 18 である。

（21）	前掲拙稿「安政期における日蘭貿易－最後の「本方商賣」－」

参照。

（22）	前掲横山論文「日本開港とロウ貿易－オランダ貿易会社を

例に－」191 ～ 194 頁参照。なお、「白蠟」は、ハゼノキの

果皮から採取した脂肪を漂白・脱色した晒
さら

し蠟で、主に蠟

燭に用いられた。

（23）	ヤン・ダニエル号、アンナ・ディグナ号、カタリーナ・

エン・テレーシア号の Factuur は、‘Cognossement Factuur’ 

表 18  安政４年 (1857) ウイレミナ・エン・クラーラ号より阿蘭陀通詞への贈り物 
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MS. N.A. Japans Archief, nr.1640 (Aanwinsten, 1910, I: No.32). 

(Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-126-1)。ラミナー・エリサベッ

ト 号 の Factuur は、‘Cognossement Factuur’ MS. N.A. Japans 

Archief, nr.1640 (Aanwinsten, 1910, I: No.33). (Tōdai-Shiryō 

Microfilm: 6998-1-126-2)。

（24）	「唐舟阿蘭陀差出帳」内の「同（＝巳紅毛三艘分）脇荷」

のリストを表にして示すと表 19 のようである。

（25）	 Kambang rekening courant Japan. 1. Mei 1857 t/m 6. Februarij 

1858. Bijlagen. (No. 6.) MS. N.A. Japans Archief, nr.1892 (Aan-

winsten, 1910, I: No.284). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-135-

33).

（26）	 Kambang rekening courant 1 Mei 1857 - 6 Februarij 1858. MS. 

N.A. Japans Archief, nr.1892 (Aanwinsten, 1910, I: No.270). 

(Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-135-19).

（27）	註（25）参照、（No. 7.）。

（28）	Kambang handel Pakhuis boek rekening No. 1. Japan 1857. MS. 

N.A. Japans Archief, nr.1874 (Aanwinsten, 1910, I: No.297). 

(Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-136-5) に よ っ て「 麻 黄 」

mawo がウイレミナ・エン・クラーラ号の持ち渡り品だと

わかる。

（29）	前掲拙稿「賃借人のウニコール輸入－日蘭貿易における脇

荷物と誂物－」32 頁参照。前掲拙稿「賃借人の脇荷貿易に

ついて－天保 10 年（1839）～同 14 年（1843）を事例とし

て－」25 頁参照。オランダ側は、「麻黄」mawo、「アラビ

アゴム」Arabische gom、「ウニコール」een hoorn の 3 品目

を長崎会所に「直組」で販売していることより、帳簿上「品

代り取引」を「相対取引」で処理しているのであろう。な

お、賃借人が脇荷貿易をおこなっていた時は、「品代り取引」

は Ruiling Handel（交換貿易）として帳簿に記載していた。

表 19  安政 4年（1857）オランダ船積荷目録

表 20　安政 4年 (1857) アンナ・ディグナ号より阿蘭陀通詞への贈り物  
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（30）	「安政四巳五番割　巳阿蘭陀船本方見帳」（長崎歴史文化博

物館収蔵）。

（31）	ウニコールの輸入については、前掲拙稿「賃借人のウニコー

ル輸入－日蘭貿易における脇荷物と誂物－」参照。

（32）	註（25）参照、（No. 8.）。

（33）	註（25）参照、（No. 33.）。

（34）	註（25）参照、（No. 37.）。

（35）	註（25）参照、（No. 40.）。

（36）	また、取引はされていないが、アンナ・ディグナ号が持ち

渡った品物（脇荷物かは不明）の中から阿蘭陀通詞へ贈り

物とされた品々については、1857 年 8月 28 日（出島）付け

のVerantwoordnig der goederen in 1857 te Desima aangebragt, per 

het schip “Anna Digna” ter voldaening aan particuliere Eischen.

（個人的な注文を満たすために「アンナ・ディグナ号」によっ

て、1857 年出島にもたらされた品々の証明書）によって明

らかになる。本史料にアンナ・ディグナ号の Factuur（送り

状）から照合する商品とその数量・仕入価格・仕入価額を

抽出して列記したものが表 20 である。

（37）	「除き物」ligting は、脇荷貿易においては、脇荷取引以外の

取引であり、本来日本側役人による輸入品からの優先的購

入であった。なお、本方貿易においても「除き物」ligting

はおこなわれていた。

（38）	註（25）参照、（No. 3.）。

（39）	註（25）参照、（No. 50.）。

（40）	註（25）参照、（No. 31.）。

（41）	山脇悌二郎『長崎のオランダ商館』（中央公論社、昭和 55 年）

52 頁参照。なお、樟脳は、主に羊毛・毛織物などの防虫や

薬剤に使用された。また、皮膚の痒み、吹き出ものに使用

する樟脳軟膏や、神経痛・筋肉痛に効果がある樟
カンフルチンキ

脳丁幾な

どを作ったといわれる。

（42）	ヘルマン・ムースハルト編著・生熊文訳『ポルスブルック

日本報告（1857 － 1870）－オランダ領事の見た幕末事情－』

（雄松堂出版、平成 7 年）53 頁参照。

（43）	ここでは、日本関係文書（Japans Archief）の目録として、

M. P. H. Roessingh, Het Archief van de Nederlandse Factorij in 

Japan. ’s Gravenhage. 1964. と『東京大学史料編纂所日本関

係海外史料目録』1 ～ 5（東京大学、昭和 38 ～ 41 年）を

挙げておく。なお、Kambang rekening courant 1 Mei 1857 - 6 

Februarij 1858.（1857 年 5 月 1 日～ 1858 年 2 月 6 日の日本

商館脇荷勘定帳）の付録文書（No. 29.）には、スペングラー

への出島施設貸し渡し料金として 162 テール（259 グルデ

ン 2 スタイフェル 4 ペニング）がオランダ商館の収入になっ

ていることを記している。

（44）	『幕末外国関係文書』18（東京大学出版会、昭和 47 年）64

頁参照。

（45）	なお、商人が、品物をオランダ商館に持参する際は、事前

に長崎会所に「品立書」を提出し、会所が了承した上で持

参することになっていた。

（46）	『幕末外国関係文書』17、398 頁参照。

（47）	註（44）参照、65 頁。

（48）	註（44）参照、65 頁。

（49）	痰切 drop は、乾燥した甘草の根を蒸留してとるエキス。す

なわち甘草エキス。あめ玉状に固めて粒にしたもの。咳止

め・去痰薬。（山脇悌二郎『近世日本の医薬文化』平凡社、

平成 7 年、145・152 頁参照。同「スタト・ティール号の積

荷－江戸時代後期における出島貿易品の研究－」『長崎談

叢』第 49 輯、昭和 45 年、17・20 頁参照。）

（50）	 I. A. G. A. L. Basslé, Pakhuismeester, Boekhouder en Scriba bij 

de  Nederlandsche factorij te Desima (‘Traktements rekeningen 

Japan van af 1e. December 1857 tot en met September 1858.’ 

MS. N.A. Japans Archief, nr.1920 (Aanwinsten,1910,I:No.370). 

(Tōdai-Shiryō Microfilm : 6998-1-137-14).

（51）	現存する日本側史料から以下のことがいえよう。脇荷貿易

がおこなわれていた時の日本側取引史料の表題は、「安政

四巳三番割　巳紅毛船脇荷物見帳」や「安政四年　巳阿蘭

陀船本方・ワキニ物端物切本帳」のように、「脇荷物」「ワ

キニ物」と記されるのが通例であった。しかし、安政 4 年

の「五番船」の積荷物の取引史料の表題は、「安政四巳六

番割　巳紅毛五番船落札帳」「安政四年巳六番割　巳阿蘭

陀五番船切本帳」「安政五戊午壹番割　巳阿蘭陀五番船荷

物見帳」とあるように、「五番船」の積荷物であることを

記し、「脇荷」「脇荷物」とは記していない。これは、安政

5 年のオランダ「一番船」の積荷物の取引史料の表題でも

同様であり、「午阿蘭陀一番船荷物見帳」（杏雨書屋所蔵村

上家文書）と記している。したがって、日蘭追加条約調印

以降の日蘭貿易においては、脇荷物の取引ではなく、積荷

物の取引としておこなわれていたわけである。すなわち、

本方貿易が終了した時点で、本方荷物・脇荷物の区別はな

くなり、併せて本方貿易も脇荷貿易もなく、オランダ船の

積荷物の取引として日蘭貿易が継続していったものと考え

られる。

（52）	前掲拙稿「安政期における日蘭貿易－最後の「本方商賣」－」

参照。

［付記］

　本稿のオランダ語表記については、東京大学史料編纂所共同

研究員イサベル・田中・ファンダーレン氏に校閲頂きました。

記して深甚なる謝意を表します。


